
 

 

焼きマシュマロ 
１ 活動のねらい 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 
自分のことは自

分でする 

何事も最後まで

やり遂げる 
リーダー性 

自己をふり返り、集

団を見つめ直す 

自然に親しみ、環境に

ついて考える 

○ ○ 〇   ◎ 

 
２ 概要 

 

 

 

 

 

 

 

３ 対象及び活動形態  

 

幼児～成人   １００名程度 

 

 

４ 活動の流れ（所要時間０．５時間） 
 

 

 

 

① 竹串にマシュマロを刺す。 

② 火を起こす。 

③ 火でマシュマロを焼く。 

④ 食べて、片づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

事前説明 

活 動  

片付け 

食材の受け取り（食堂） 

野外調理の手順説明、安全指導 

竹串に刺したマシュマロをじっくりと焼いて、ふわとろの焼きマシュマロを作

ります。仲間と火を囲みながらおいしいものを食べることで、会話も盛り上

がるでしょう。火おこし体験や野外調理と組み合わせて楽しむことができま

す。 

 火おこし体験をする際のゴ

ール設定を「焼きマシュマロを

作って食べる」にすると、子ど

も達の意欲が高まります。焼き

マシュマロを食べながらゆっ

たりとした時間を過ごしてくだ

さい。 

 

けが・事故防止の観点より

以下の行動に気を付けてくだ

さい。 

★竹串を口に入れたまま走ら

ない。 

★小さなお子様は、マシュマロ

をちぎってから刺す。 

注意 

①燃えるゴミと生ゴミを分ける。 

②かまどの灰の処理と清掃。 

③ふり返り 

ポイント 

柱３：環境保護 

柱６：環境と人と動物の 

より良い関係づくり 

【ワンヘルスとの関連性】 


